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特集 歴史研究の最前線

神話と伝承 一 日 本 古 代 史 と 隣 接 諸 学 の 関 係

日本中世史研究と環境史

日本近世史研究における情報 
戦争と軍隊一日本近代軍事史研究の現在
イスラム史は何を明らかにしたか

アイヌ史はどこまできたか

《第36回大会準備号／歴史における社会と権力Ⅲ》

第1H社会における11-1緒と正統性
第211 地域における祀りと統合

歴史の眼》「9．11」の記憶
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忍
鼻
絢
膜
桝
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石
堂
清
倫
著
『
二
○
世
紀
の
意
味
』

本
書
は
、
九
七
歳
ま
で
生
き
て
、
二
○
○
一
年

九
月
二
日
の
「
新
し
い
戦
争
」
勃
発
直
前
に
天

寿
を
全
う
し
た
、
石
堂
清
倫
の
遺
著
で
あ
る
。
本

書
を
手
に
し
て
、
同
じ
表
題
の
岩
波
新
書
を
思
い

出
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ケ
ネ
ス
・
ボ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
が
一
九
六
四
年
に
書
い
た
「
二
十
世

紀
の
意
味
ｌ
偉
大
な
る
転
換
」
は
、
六
七
年
に

清
水
幾
太
郎
訳
が
出
て
い
る
。
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

は
、
約
五
千
年
前
に
始
ま
る
「
文
明
前
社
会
」
か

ら
「
文
明
社
会
」
へ
の
「
第
一
の
大
転
換
期
」
を

経
て
、
二
○
世
紀
を
「
文
明
後
社
会
」
へ
の
「
第

二
の
大
転
換
期
」
と
し
た
。
随
所
に
み
ら
れ
る

「
日
本
の
発
展
の
成
功
」
を
は
じ
め
、
当
時
の
楽

観
的
ト
ー
ン
は
否
定
で
き
な
い
が
、
彼
は
同
時
に
、

「
四
つ
の
落
と
し
穴
」
を
指
摘
し
て
い
た
。
第
一

に
戦
争
、
第
二
に
途
上
国
の
経
済
的
離
陸
の
困
難
、

第
三
に
人
口
増
加
、
第
四
に
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
、
つ

ま
り
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
’六
○
年
安

保
闘
争
の
指
導
的
知
識
人
で
あ
っ
た
訳
者
の
清
水

は
、
こ
の
頃
か
ら
国
家
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

に
傾
き
、
日
本
の
核
武
装
ま
で
説
い
て
没
す
る
が
、

原
著
者
の
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
む
し
ろ
「
四
つ

の
落
と
し
穴
」
の
理
論
的
解
明
に
向
か
い
、
「
宇

宙
船
地
球
号
」
の
提
唱
者
と
な
り
、
ク
エ
ー
カ
ー

教
徒
の
夫
人
と
と
も
に
、
地
球
環
境
問
題
の
理
解

者
・
教
育
者
、
平
和
学
の
創
設
者
と
な
っ
た
。

社
会
主
義
者
石
堂
清
倫
の
「
二
○
世
紀
の
意

味
」
は
、
こ
れ
を
直
接
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い

が
、
清
水
幾
太
郎
の
道
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
ボ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
の
道
と
共
鳴
し
て
い
る
。
Ｉ
「
二
○

世
紀
の
意
味
ｌ
「
永
続
革
命
」
か
ら
「
市
民
的

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
』
へ
」
、
Ⅱ
「
転
換
を
果
た
せ
な
か

っ
た
世
紀
」
、
Ⅳ
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
思
想
と
変
革
へ

の
道
Ｉ
革
命
の
世
紀
を
生
き
て
」
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
概
念
と
「
機
動
戦
か
ら
陣
地
戦
へ
」
の
テ
ー
ゼ

を
深
め
な
が
ら
、
西
欧
で
は
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン

以
降
、
レ
ー
ニ
ン
で
は
一
九
二
一
年
以
後
、
ソ
連

の
新
経
済
政
策
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
統
一
戦
線
戦

術
採
用
が
不
可
避
と
な
っ
た
陣
地
戦
の
時
代
に
、

加
藤
 
哲
郎

ス
タ
ー
リ
ン
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
Ⅱ
日
本
共
産
党
の

革
命
構
想
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
、
と
す
る
。
石

堂
は
本
書
で
、
女
性
運
動
・
環
境
運
動
な
ど
日
常

生
活
の
中
で
の
分
子
的
変
革
の
必
要
を
内
省
し
、

ガ
ン
ジ
ー
の
非
暴
力
抵
抗
に
注
目
し
て
、
マ
ル
ク

ス
主
義
を
捨
て
ず
に
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
に
近
づ
く
。

Ｖ
「
日
本
の
軍
部
」
で
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

を
回
顧
し
、
清
水
幾
太
郎
的
国
家
主
義
と
鋭
く
対

立
す
る
。
同
時
に
、
な
ぜ
民
衆
が
軍
部
の
満
州
事

変
・
中
国
侵
略
に
従
っ
た
の
か
、
共
産
党
の
打
倒

対
象
と
し
た
天
皇
制
の
統
合
力
が
い
か
に
強
固
で

あ
っ
た
か
と
い
う
「
転
換
を
果
た
せ
な
か
っ
た
」

反
省
の
中
に
、
変
革
勢
力
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
問
題

を
見
い
だ
す
。

清
水
幾
太
郎
的
歩
み
と
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
的
歩

み
の
分
岐
点
で
問
題
に
な
る
の
が
、
Ⅲ
「
「
転
向
」

再
論
ｌ
中
野
重
治
の
場
合
」
で
あ
る
。
初
出
時

か
ら
大
き
な
反
響
を
よ
び
、
鶴
見
俊
輔
・
鈴
木
正
．

い
い
だ
も
も
の
同
題
の
書
物
が
編
ま
れ
た
（
平
凡

社
、
二
○
○
一
年
）
。
評
者
も
、
本
書
刊
行
直
後

【

＝

＝＝
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の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
八
月
一
四
日
号
の
短
評

で
、
「
親
友
中
野
重
治
を
素
材
に
、
戦
前
共
産
主

義
運
動
を
論
じ
た
。
転
向
」
再
論
」
は
、
日
本
思

想
史
に
長
く
残
る
共
有
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
。
石

堂
は
こ
の
思
索
で
、
「
裏
切
り
者
」
「
脱
落
者
」
と

し
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
何
千
何
万
の
か
っ
て
の
仲

間
の
魂
を
救
済
し
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
共
産
党
の

「
顔
」
で
あ
っ
た
野
坂
参
三
の
晩
年
と
正
反
対
の

深
い
自
己
批
判
Ⅱ
自
己
変
革
で
、
同
じ
く
九
○
歳

を
越
え
た
宮
本
顕
治
に
歴
史
の
審
判
を
下
す
も
の

で
あ
る
」
と
評
し
た
。
実
は
こ
の
短
評
を
著
者
に

送
っ
て
夏
休
み
の
海
外
調
査
に
発
ち
、
帰
国
後
本

人
の
意
見
を
聞
こ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
電
子
メ
ー
ル
の
計
報
を
受
け
、

「
社
会
主
義
理
論
学
会
会
報
」
に
追
悼
文
を
書
い

た
。
そ
の
喪
失
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
鶴
見
俊
輔
、

澤
地
久
枝
、
田
畑
稔
、
木
村
英
亮
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

に
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

む
し
ろ
、
本
書
の
遺
言
を
受
け
て
、
残
さ
れ
た

も
の
が
い
か
に
思
考
す
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

再
論
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
に
は
評
者
な
り
に
遺

言
を
受
け
て
、
三
一
○
世
紀
を
超
え
て
ｌ
再
審

さ
れ
る
社
会
主
義
」
（
花
伝
社
、
二
○
○
一
年
）
と

い
う
書
物
を
公
け
に
し
た
か
ら
で
あ
り
、
い
ま
ひ

と
つ
は
、
そ
の
後
「
わ
が
友
中
野
重
治
」
（
平
凡

社
）
が
刊
行
さ
れ
て
、
著
者
の
晩
年
の
中
野
重
治

と
の
交
友
が
ま
と
め
ら
れ
、
遺
言
の
意
味
が
い
っ

そ
う
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

著
者
が
中
野
重
治
に
引
き
つ
け
て
「
転
向
」
を

再
考
す
る
契
機
は
、
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
も
そ
も

「
転
向
」
が
日
本
共
産
党
で
は
佐
野
学
・
鍋
山
貞

親
と
い
う
最
高
幹
部
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
、
そ
の

組
織
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
信
仰
と
「
鉄
の
規
律
」
で

縛
ら
れ
指
導
部
に
さ
か
ら
え
な
い
構
造
だ
っ
た
こ

と
、
当
時
の
方
針
が
天
皇
制
打
倒
と
い
う
国
民
か

ら
遊
離
し
た
自
殺
戦
術
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
転

向
」
の
語
自
体
官
憲
が
案
出
し
た
宣
伝
用
語
だ
っ

た
こ
と
＄
同
時
代
に
中
国
共
産
党
は
劉
少
奇
の
指

示
で
た
と
え
「
反
共
啓
事
」
に
署
名
し
て
で
も
獄

中
に
つ
な
が
れ
続
け
る
よ
り
は
獄
外
の
戦
線
に
復

帰
す
べ
き
だ
と
す
る
戦
術
を
採
っ
て
い
た
こ
と
、

等
々
ｌ
こ
の
間
旧
ソ
連
秘
密
文
書
か
ら
戦
前
日

本
共
産
党
の
自
壊
と
い
う
べ
き
無
惨
な
記
録
を
発

掘
し
、
著
者
石
堂
に
考
証
し
て
も
ら
っ
て
き
た
評

者
は
、
こ
れ
に
深
く
共
感
す
る
。
同
時
に
、
「
非

転
向
」
が
な
ぜ
共
産
党
内
の
み
な
ら
ず
戦
後
知
識

人
の
「
悔
恨
共
同
体
」
で
大
き
な
「
権
威
」
を
持

ち
得
た
の
か
、
「
獄
中
十
何
年
」
の
「
権
威
」
が
中
野

重
治
や
山
本
正
美
の
「
後
ろ
め
た
さ
」
を
昂
進
し

た
構
造
の
総
体
が
再
審
さ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
著
者
が
グ

ラ
ム
シ
か
ら
得
た
「
機
動
戦
か
ら
陣
地
戦
へ
」
の

中
で
、
二
○
世
紀
に
社
会
民
主
主
義
的
福
祉
国
家

の
果
た
し
た
役
割
を
、
正
当
に
再
評
価
す
べ
き
だ

ろ
う
。
著
者
も
本
書
で
は
、
西
独
「
社
会
国
家
」

に
注
目
し
て
い
る
。
た
だ
し
グ
ラ
ム
シ
の
発
想
が
、

当
時
の
軍
事
戦
略
・
戦
術
と
階
級
闘
争
の
ア
ナ
ロ

ジ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
た
以
上
、
戦
争
の
あ
り
方

そ
の
も
の
が
「
陣
地
戦
か
ら
情
報
戦
へ
」
と
変
貌

し
た
二
一
世
紀
に
は
、
戦
争
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か

ら
離
れ
た
ガ
ン
ジ
ー
的
「
非
暴
力
・
寛
容
・
自
己

統
治
の
政
治
」
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

石
堂
清
倫
を
「
日
本
の
グ
ラ
ム
シ
」
に
な
ぞ
ら
え

た
い
誘
惑
に
も
か
ら
れ
る
が
、
グ
ラ
ム
シ
の
二
倍

以
上
を
生
き
て
、
ソ
連
崩
壊
ま
で
見
届
け
た
石
堂

に
は
、
本
意
で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
、
二
○
世

紀
日
本
の
か
け
が
え
の
な
い
個
性
、
希
有
な
革
命

家
・
思
索
家
・
歴
史
の
語
り
部
と
し
て
、
膨
大
な

書
簡
や
座
談
会
記
録
等
、
残
さ
れ
た
遺
産
の
さ
ら

な
る
公
刊
を
期
待
し
た
い
。

（
平
凡
社
、
二
○
○
一
年
七
月
刊
、
二
五
○
○
円
）

（
か
と
う
て
つ
ろ
う
）
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